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 7 月 1 日午後 2 時より、石原社長による定例記者会見が放送センター20 階、役員大

会議室で開かれました｡概要は以下のとおりです。 

 

＜編成関連＞ 

 今年度上期の視聴率は、第 13 週を終えた段階で、全日帯、ゴールデン帯、プライム帯  

5 位と厳しい状況だ。『ひるおび！』や『ＴＨＥ ＮＥＷＳ』は視聴者のニーズに応えられてい

ない面もあるので、早急に改善策、強化策の実施を現場にお願いしているところだ。全体

的に GP 帯については、『ぴったんこカン・カン』や『金曜日のスマ達へ』等が健闘しているが、

『Ｍｒ．ＢＲＡＩＮ』を除く 4 月ドラマが全体的に低迷した。内容的には評価して頂いている声も

あるが、視聴率に結びついていないのが現状だ。好調な『Ｍｒ．ＢＲＡＩＮ』は、6 回平均で

20.8％と高い支持を得ているので、最終回に向けてさらなる結果を期待している。 

 7 月ドラマは本日スタートの『水曜劇場・となりの芝生』、TBS らしい大型ドラマの『日曜劇

場・官僚たちの夏』、『オルトロスの犬』、お馴染みの『水戸黄門・第 40 部』がスタートを切る。

どれも力作揃いで期待できるドラマだ。また、『Ｍｒ．ＢＲＡＩＮ』の後は、SMAP の香取慎吾さ

ん主演ドラマ『こちら葛飾区亀有公園前派出所（こち亀）』が 8 月 1 日よりスタートする。ご存

知の通り、累計 1 億 3 千万部以上を売り上げている国民的コミックのドラマ化であり

『ROOKIES』『Ｍｒ．ＢＲＡＩＮ』などで出来上がった土曜の良い流れを一層強化してくれるも

のと期待している。 

 世界陸上は、8 月 15 日（土）～23 日（日）の 9 日間、ドイツ・ベルリンにて開催される。ベル

リンの壁崩壊からちょうど20 年という節目の年に行なわれる「世界陸上」を、66時間を越える

放送時間をかけて放送する。MC は 7 度目となる“世界陸上の顔”織田裕二さんと中井美穂

さん。またスペシャルキャスターとして高橋尚子さんをお迎えする。2 年前の大阪大会に引き

続き、MCにも現地入りしてもらい、“生”の熱い感動と興奮を余すところなく伝えていただく。

全ての競技が見どころだが、最後の 2 日に予定されている男女マラソンは生中継が G 帯に

かかっていることもあり、より多くの視聴者に日本人選手の活躍を楽しんでいただけると思

う。 

 石川（眞）常務：苦戦を強いられているこの状況を打破すべく、イレギュラーな時期ではあ

るが、夏休みに入る 7 月 20 日より帯番組の編成を変更する。『ひるおび！』を 11 時から 14

時までと 1 時間枠小し、内容を凝縮した構成に。14 時台には『サカスさん』を移行する。スタ

ート日はずれるが、15 時台には『花より男子 韓国版』、16 時台は『チャングムの誓い』を編

成し夏休み中の幅広い視聴者層の取り込みを狙う。17 時台は現状でも安定した視聴率を

持つ『水戸黄門』、『総力報道！ＴＨＥ ＮＥＷＳ』への流れ込みを良くしていく。この「夏改

編」により、午後帯から G・P 帯への自然な流れを作り、全体の視聴率向上を図っていきた

い。 

 『総力報道！ＴＨＥ ＮＥＷＳ』には小林麻耶キャスター、後藤謙次アンカーに加え、TBS

報道局記者で取材力に定評のある竹内明（たけうちめい）がキャスターとして参加し、番組



のパワーアップを図る。竹内記者には『総力報道！ＴＨＥ ＮＥＷＳ』の顔として、またＴＢＳ、

ＪＮＮの記者を代表して前面に立ってもらい、シャープなニュース番組作りの象徴にしていき

たいと考えている。 

 

＜営業概況＞ 

第 1 四半期は、残念ながらタイム、スポットとも前年実績を下回る見込みだ。厳しいセー

ルス状況が続いているが、視聴率の改善を図りセールスの好転に結び付けたい。また世界

陸上のセールスが佳境に入っており、少しでも売上を伸ばすべく作業しているところだ。 

石川（康）常務：タイムセールスはネットタイムが、レギュラー番組のカロリーがダウンした  

上に、前年 6 月にあった大型スポーツ単発が今年はないため、前年実績を下回る見込みだ。

7 月以降、ナイターが 3 本あるが、「バナ」が冠スポンサーにつくなど順調にセールスが進ん

でいる。今年最大のイベント「世界陸上」も全力をあげてセールスに入っている。スポットも

東京地区投下額が 9 割いかない中、中々売り上げが上がらない現状だ。秋くらいに回復し

てほしいと思うが、現状としては厳しい。  

 

＜事業関連＞ 

 「ROOKIES―卒業」は公開 30 日間で動員数も 559 万人を超え、興行収入も 68 億円近く

と、驚異的なメガヒットとなった。歴代のＴＢＳ映画でも最高のペースで、記録を塗り替える可

能性があると期待している。「クローズZEROⅡ」は興行収入が30億円に達して終了。「余命

1 ヶ月の花嫁」は興行収入 30 億円（6 月 28 日現在）とそれぞれ期待を上回る成果を挙げて

いる。今後は、9 月 12 日公開の「キラー・ヴァージンロード」や 12 月公開予定のアニメ映画

「レイトン教授 The First Movie レイトン教授と永遠の歌姫」が控えている。 

 TBS の 20 年に及ぶアンデス・プロジェクトの集大成となる「黄金の都 シカン」展が 7 月 14

日から国立科学博物館で開幕する。6 月 27 日からパシフィコ横浜で始まった「海のエジプト

展」は、海底に眠っていた 2000 年前の古代都市アレクサンドリアが甦る壮大な展覧会。  

9 月 25 日からは「ＴＨＥ ハプスブルク」が国立新美術館で始まる。 

 

＜地デジ関連＞ 

 アナログ放送終了まであと 2 年になるが、TBS のホームページのトップページに「アナログ

終了まであと○○日」というカウントダウンボードを常時表示しているほか、7 月 18 日（土）  

スタートの夏サカスに地デジの PR ブースを常設するなど、周知徹底に努めていく。8 月は   

ＴＢＳテレビが地デジ周知強化の担当局となるため、「世界陸上」などでも企画を検討中だ。 

 

＜TBS R&C＞ 加藤社長 

 朝のニュース情報番組として多くのリスナーにご支持頂いている『森本毅郎スタンバイ』が、

7 月 13 日（月）の放送をもって、5000 回を迎える。また、6 月 26 日（金）には、『森山良子  

ハートオブポップス』が放送 6000 回を迎えることができた。昨年、ＴＢＳラジオからの働きか

けでアジアに広がった、ライトダウンキャンペーン「Lights Off Awareness On（ライツオフ･ 

アウェアネス･オン）」を、今年もＡＢＵ（アジア太平洋 放送連盟）のキャンペーンとして実施

する。今年の参加局は、中国、韓国、インド、インドネシア、オーストラリアなど11カ国に広が

り、TBS ラジオでも番組や CM で地球温暖化防止や省エネなどを呼びかける。また、7 月 26

日（日）～8 月 2 日（日）に、ＴＢＳラジオ第 15 期環境キャンペーンを実施する。 

以上 


